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税 務 相 談
会社、商店等の経営、経理問題
や、税務の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽
にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時～4時。区役所( 1階)
区民相談室。料金無料。

東京都区部のおもな消費者物価指数
<上昇率>

【44年を100とした45年】

( 資料: 総理府統計局)

参

議

院

議

員

選

挙

6
月
2
7日
、午前
7
時
か

ら

午後

6
時
ま

で

政
治
は
あ
な
た
が
主
役
で
す

六
月
二
十
七
日
は
、参
議
院
議
員
を
選
ぶ

投
票
日
で
す
。

選
挙
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
考
え
を

国
政
に
反
映
す
る
た
め
の
だ
い
じ
な
機

会
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
毎
日
の
暮
し
に
、

政
治
が
ど
ん
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る

か
を
よ
く
考
え
、
自
分
の
意
思
を
自
由

に
正
し
く
表
明
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
方
法

投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

投
票
に
は
、先
に
お
届
け
し
た
「投
票

所
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す
の
で

お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。(
も

し
、
そ
れ
を
な
く
し
た
り
し
た
場
合
に

は
、
当
日
、
投
票
所
で
係
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。)

投
票
の
順
序

1
　
受
付
(
名
簿
対
照
係
)
で
、あ
な

た
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
(
確
認

)
て
く
だ
さ
い
。

2
　
最
初
は
入
場
整
理
券
を
示
し
て
、
「

地
方
区
選
出
」の
投
票
用
紙
(
う
す

桃
色
)
を
受
け
と
り
、候
補
者
の
な
ま

え
を
は
っ
き
り
書
い
て
投
票
箱
に
い
れ

て
く
だ
さ
い
。

3
　
次
に
「全
国
区
選
出
」の
投
票
用

紙
(
う
す
黄
色
)
を
受
け
と
り
、全
国

区
候
補
者
の
な
ま
え
を
書
き
、投
票
箱

へ
。こ

ん
な
投
票
は
無
効
に
な
り
ま
す

▽
定
め
ら
れ
た
投
票
用
紙
以
外
の
紙
に
書

い
た
場
合

▽
二
人
以
上
の
候
補
者
の
な
ま
え
を
書

い
た
場
合

▽
候
補
者
の
な
ま
え
の
ほ
か
に
、よ
け

い
な
こ
と
を
書
い
た
場
合

▽
書
か
れ
た
候
補
者
の
な
ま
え
が
ど
う

し
て
も
わ
か
ら
な
い
場
合

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、せ
っ
か
く
投

票
し
て
も
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、た
い
せ
つ
な
一
票
を
む
だ
に
し

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、あ
な
た
の
投
票
所
の
場
所

は
、入
場
整
理
券
に
書
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

都
住
入
居
者
募
集
中

申
込
み
は
6
月
3
0日
ま
で

本
年
度
第
一
回
目
の
都
営
住
宅
入
居

者
を
募
集
中
で
す
。

申
込
み
用
紙
は
、区
役
所
区
民
部
管

理
係
・
第
二
庁
舎
あ
る
い
は
、お
近
く

の
出
張
所
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。な
お
申

込
み
用
紙
を
受
け
る
に
は
「米
の
通

帳

」
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、郵
送
で
六
月
三
十
日
の

消
印
が
あ
り
、七
月
三
日
ま
で
に
東
京

中
央
郵
便
局
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り

有
効
で
す
。

募
集
内
容
は
、二
十
日
付
の
新
聞
ま

た
は
、
都
住
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

ど
う
ぞ
。

二
一
二
-
五
六
五
一

く
わ
し
く
は
、東
京
都
住
宅
局
募
集

課
へ
。　
二
一
二
-
五
一
一
一
(
代
)

光化学スモッグ

区
内
で
も
被
害
者
で
る

刺
激
を
受
け
た
ら
洗
眼
・
う
が
い
を

昨
年
の
夏
、
杉
並
区
方
面
で
突
然
発

生
し
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
こ
と
し

早
く
も
五
月
に
板
橋
・
北
区
方
面
で
発

生
し
ま
し
た
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
は
、こ
と

し
す
で
に
六
月
十
九
日
現
在
8
回
発
令

さ
れ
、足
立
区
内
で
も
数
名
の
方
が
被
害

を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、自
動
車

や
工
場
、事
業
場
か
ら
出
さ
れ
る
排
ガ

ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
、炭
化
水

素
が
太
腸
の
紫
外
線
に
よ
っ
て
化
学
反

応
を
起
こ
し
、オ
キ
シ
ダ
ン
ト
(
酸
性
酸

化
物
)
を
発
生
す
る
た
め
に
起
こ
る

も
の
で
す
。

こ
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
、
人
間
の
目

や
の
ど
を
刺
激
し
た
り
、
樹
木
の
葉
を

枯
ら
し
た
り
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
対
策

都
で
は
、オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が

一
定
基
準
量
を
超
え
ま
す
と
、そ
の
注
意

報
ま
た
は
警
報
を
発
令
し
、テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
し
ま
す
。
区
で

は
、
こ
の
通
報
を
受
け
ま
す
と
、
た
だ

ち
に
各
出
張
所
、
小
・
中
学
校
、
保
健

所
な
ど
に
そ
の
掲
示
板
を
出
し
、
広
報

車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
し
刺
激
を
受
け
た
ら

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、
す

ぐ
洗
眼
・
う
が
い
を
し
も
よ
り
の
保

健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
所
へ
連
絡
す
る
内
容

氏
名
/
住
所
/
年
齢
/
性
別
/
電
話

番
号
/
汚
染
を
感
じ
た
場
所
・
時
間
/

症
状
な
ど
。

「注
意
報
」が
出
た
ら

(
1
)
外
出
は
な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。

(
2
)
自
動
車
は
、で
き
る
だ
け
運
転
し
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「警
報
」が
出
た
ら

(
1
)
学
校
、幼
稚
園
、保
育

園

な

ど
で

は

児

童
・

生

徒

を

屋
内

に

い

れ
ま

し

ょ
う

。

(
2
)
緊
急
の
場
合
以
外
は
、

自
動
車
の
運
転
を
と
り
や

め

ま

し

ょ
う

。

■
注
意
報
・
警
報

の
発
令
基
準

□
注
意
報
…
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
が
一
時
間
平
均
〇
・
一

五
P
P
M

以
上

と

な

り

、
晴
天

、
微

風
(

毎
秒

三
㍍

以

下
)

の

と

き

。

□
警
報
…
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃

度
が
一
時
間
平
均
〇
・

三
P
P
M

以
上
と
な
り
、
晴
天
微
風
の

と
き
。

な
お
、公
害
に
つ
い
て
の
苦
情
、ご

相
談
は
、区
役
所
公
害
課
へ
。

光化学スモッ グのしくみ

日
本
脳
炎
予
防
接
種

今
年
も
、日
本
脳
炎
の
は
や
る
季
節

が
き
ま
し
た
。
保
健
所
で
は
次
の
と
お

り
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
。
あ
な
た

の
お
子
さ
ん
を
日
本
脳
炎
か
ら
守
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

昨
年
受
け
た
方
は
一
回
、
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
受
け
る
方
は
二
回
で
す
が
、

す
で
に
一
部
で
は
一
回
目
が
終
了
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
　
三
歳
か
ら
学
齢
ま
で
(
幼

稚
園
児
・
保
育
園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

ご
と
に
実
施
)

▽
日
程
と
場
所
　
二
十
八
日
(
月
)
=

保
木
間
小
・
花
畑
小
・
高
野
小
・
東
渕

江
小
　
三
十
日
(
水
)
=
西
一
小

・
本
木
小
・
千
寿
小
・
鹿
浜
小
　
七

月
一
日
(
木
)
=
文
化
会
館
・
関
原

小
分
校
・
渕
江
小
・
大
谷
田
小
・
千

四
小
〔以
上
は
い
ず
れ
も
二
回
目
〕　

〔一
回
目
〕二
十
五
日
(
金
)
・

〔二
回
目
〕七
月
二
日
(
金
)
=
西

二
小
・
梅
二
小
・
宮
城
小
・
綾
瀬
小
　
〔一

回
目
〕七
月
六
日
(
火
)
・

〔二
回
目
〕十
三
日
(
火
)
=
弘
一

小
・
伊
興
小
・
花
西
小
・
千
三
小
・

千
七
小
　
〔一
回
目
〕七
月
七
日

(
水
)
・
〔二
回
目
〕十
四
日
(
水
)
=

西
新
井
小
・
江
北
小
・
新
田
小
　

〔一
回
目
〕七
月
八
日
(
木
)
・

〔二
回
目
〕十
五
日
(
木
)
=
本
木

東
小
・
梅
島
小
・
千
一
小

▽
受
付
時
間
　
午
後
二
時
か
ら
三
時
三

十
分
　
▽
料
金
　
無
料

■
保
健
所
の
電
話
番
号

足
立
保
健
所
　
八
四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
八
八
八
-
四
二
七
七

区内河川の護岸調査

要注意箇所の

早 期改 修を 要望
区
で
は
、区
議
会
、建
設
省
、都
建

設
局
、
警
視
庁
、
消
防
庁
と
合
同
で
、

今
月
八
日
、
区
内
河
川
の
護
岸
を
調
査

し
ま
し
た
。

い
ま
、区
内
で
も
地
盤
沈
下
が
徐
々

に
進
行
し
、相
対
的
に
河
川
の
水
位
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、

護
岸
の
補
強
、改
修
が
、早
々
に
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

区
で
は
、こ
の
調
査
を
毎
年
行
な
い

要
注
意
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、建
設
省

な
ど
、河
川
管
理
者
へ
早
く
改
修
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、綾
瀬
川
を
調
査
中
の
合
同

調
査
団
。

胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

四
十
歳
以
上
の
か
た

皆
さ
ん
が
お
そ
れ
て
い
る
胃
が
ん
も
早

期
に
発
見
、
治
療
す
れ
ば
完
全
に
治

り
ま
す
。
痛
み
、
は
き
け
な
ど
で
は
じ

め
て
医
師
を
訪
れ
た
の
で
は
手
お
く
れ

に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

千
住
保
健
所
で
は
、こ
と
し
九
・
十

一
月
・
来
年
三
月
に
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
行
な
い
ま
す
。
四
十
歳
以
上
の

方
は
、
ど
う
ぞ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
一
回
の
受
診
者
六
十
名
(

先
着
順
)

申
込
み
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、住

所
・
電
話
番
号
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

・
性
別
・
生
年
月
日
を
書
い
て
、足
立

区
日
ノ
出
町
二
七
-
一
日
本
住
宅
公
団

日
ノ
出
団
地
内
　
東
京
都
千
住
保
健
所

予
防
課
業
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

さ
い
。

受
診
者
に
は
、実
施
月
日
、場
所
等

を
追
っ
て
ご
通
知
し
ま
す
。

申
込
み
期
限
　
七
月
三
十
一
日

受
診
料
　
無
料
(
精
密
検
査
を
含
む
)

※
足
立
保
健
所
は
申
し
込
み
を
締
め
切

り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、千
住
保
健
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
時
届
を
お
早
く

□
児
童
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

□
福
祉
年
金

こ
の
手
当
ま
た
は
年
金
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
で
、四
十
六
年
度
の
「定

時
届
」を
、ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
方

は
、至
急
、係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

締
切
り
は
六
月
三
十
日
で
す
。

□
児
童
手
当
、児
童
扶
養
手
当
…
区
役

所
児
童
係

□
福
祉
年
金
…
区
役
所
国
民
年
金
課
給

付
係

■
掲
示
板

■
東
京
都
職
員
募
集

都
で
は
、昭
和
四
十
七
年
四
月
以
降

に
採
用
す
る
職
員
を
、次
の
よ
う
に
募

集
し
ま
す
。

募
集
内
容
―

(
1
)
短
大
卒
程
度
―
受
験
資
格
…
学
歴
を
問

わ
ず
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
　
職
種
…
事
務
/
土
木
/
建
築

/
機
械
/
電
気
　
初
任
給
…
三
万
六
、

六
〇
〇
円

(
2
)
高
校
卒
程
度
―
受
験
資
格
…
学
歴
を

問
わ
ず
、昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
　
職
種
…
事
務
A
(
行
政
事
務

の
補
助
的
業
務
)
/
事
務
B
(
水
道

の
メ
ー
タ
ー
検
針
)
/
事
務
C
(
キ
ー

パ
ン
チ
、タ
イ
プ
等
の
事
務
―
女
子
の

み
)
/
事
務
D
(
学
校
事
務
)
/
土
木
/

建
築
/
機
械
/
電
気
、警
視
庁
職
員
、

東
京
消
防
庁
職
員

試
験
日
(
第
一
次
)
―
昭
和
四
十
六

年
十
月
十
日
(
日
)

場
所
―
試
験
場
と
集
合
時
刻
は
、申

込
み
受
付
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
込
書
の
請
求
―
受
験
申
込
用
紙
は

区
役
所
(
一
階
)
受
付
、
都
庁
(
庁
舎

案
内
所
)
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、郵
送
希
望
の
方
は
、
「短
大

卒
、ま
た
は
高
卒
申
込
書
請
求
」と
封
筒

に
赤
字
で
書
き
、自
分
あ
て
の
返
信

用
封
筒
(
切
手
を
は
り
、郵
便
番
号
も

忘
れ
ず
記
入
)
を
必
ず
同
封
し
、次
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
京
都
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課
(

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
-
一
三
、

東
京
交
通
会
館
内
　
郵
便
番
号
1
0
0
)

6
月
3
0
日
が
納
期
限
で
す

■
東
京
都
民
税

■
特
別
区
民
税

■
道
路
・
水
路
工
事

道
路
舗
装
　
□
関
原
二
丁
目
一
～
八

番
先
―
7
月
1
5
日
ま
で
□
竹
の
塚
一
丁

目
五
～
二
八
番
先
―
7
月
3
0
日
ま
で

□
舎
人
五
丁
目
一
〇
～
二
四
番
先
/
江

北
七
丁
目
二
二
～
二
四
番
先
―
8
月
9

日
ま
で
　
□
西
六
町
九
～
保
塚
町
九
番

先
―
8
月
2
9
日
ま
で

道
路
拡
幅
　
□
神
明
町
二
一
四
～
三

二
〇
番
先
―
7
月
2
0
日
ま
で

側
溝
改
修
　
□
舎
人
二
丁
目
七
番
先

ほ
か
一
か
所
―
7
月
2
0
日
ま
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
　
□
弘
道
一
丁

目
一
～
二
番
先
―
7
月
3
0
日
ま
で
　
□

綾
瀬
一
丁
目
三
二
～
六
番
先
、
外
一
か

所
―
8
月
1
5
日
ま
で

水
路
改
修
　
□
中
川
四
丁
目
七
～
三

番
先
―
8
月
1
9
日
ま
で
　
□
綾
瀬
七
丁

目
一
〇
～
四
番
先
―
8
月
2
9
日
ま
で

水
路
維
持
　
□
西
伊
興
町
一
一
～
一

三
番
先
―
8
月
1
5
日
ま
で

■
パ
ー
ト
職
業
相
談

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、次
の

と
お
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
業
相
談
を

行
な
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
七
月
二
十
二
日
(
木
)

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
(
旧
梅
島
支

所
)
　
東
武
線
梅
島
駅
下
車

相
談
内
容
　
ご
希
望
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

職
業
を
、
そ
の
場
で
ご
紹
介
し
ま
す

■
海
水
浴
で
楽
し
い
一
日
を

心
身
障
害
児
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

区
で
は
、心
身
の
不
自
由
な
児
童
を
対
象
に
、次
の
よ
う
な
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
<
第
一
回
―
精
薄
児
向
け
>
…
七
月
二
十
八
日
(
水
)

<
第
二
回
―
身
障
児
向
け
>
―
七
月
二
十
九
日
(
木
)

場
所
　
三
浦
半
島
長
浜
海
岸
(
海
水
浴
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
予
定
)

定
員
　
児
童
・
付
添
の
方
と
も
<
第
一
回
>
は
各
百
五
十
名
　
<
第

二
回
>
は
各
百
名
　
(
児
童
は
十
八
歳
未
満
)
　
参
加
費
は
無
料

申
込
み
期
眼
　
七
月
五
日
(
月
)
ま
で
(
た
だ
し
、先
着
順
で
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
)
。

申
込
み
用
紙
は
、足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、お
よ
び
肢
体
不
自

由
児
父
母
の
会
事
務
局
、
区
役
所
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
場
所
　
区
役
所
二
階
福
祉
係

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　 東部福祉事務所605- 7101　中部福祉事務所889- 1481　西部福祉事務所897- 5011



昭 和46 年6 月25 日第243 号( 2)

昭和45年度足立区財政状況の公表から

年々ふえる行政需要
1 人あたりの区民税負担額は5, 050円

いま、足立区では街づくりが盛んに行なわれ、住宅、道路、公園などがたくさ

ん建設されています。したがって、区の人口も年々ふえ、46年1月1日現在で57

万7931人となり、これからも区画整理の進行とともに、住宅を中心とした区とし

て発展していくでしょう。

区では、このような状況をふまえて、41年度から5か年計画を立て、各種の区
民サービス施設を建設し生活環境の整備に努力してまいりました。それでも区が

しなければならない仕事は年々ふえる一方です。そこで、区民のみなさんととも

に、46年度に新しい足立区づくりをめざす「長期基本計画」を立て、推し進めて

いきます。

今回は、46年6月に足立区告示第70号で公表された「昭和45年10月1日から昭

和46年3月31日までの足立区の財政状況」について、そのあらましをご説明しま
す。なお、昭和46年度の予算内容については、近く「特集号」でお知らせしま

す。

昭和45年度予算の概要

■ 一般会計
昭和45年度の予算は、生活環境の整備・

青少年の健全育成・社会福祉の充実、とい

う区政三本の柱を中心とした、重点施策の積

極的推進、5 か年計画の最終年 度予算 と

して計上、執行しました。
予算の編成にあたっては、「経費の節減

と事務の能率化」「積極的健全財政の確立」

という方針をさらに徹底させ、46年3月末

日現在の最終予算額は、172億9, 006万7千円

となり ました。
このうち、上半期( 45年9月末日現在) に

は、148億4, 219万2千円を計上し、下半期に

はいりまして、特別区税、特別区交付金

国庫支出金等を財源に、4回の補正予算を

組みました。
下半期の補正予算の内容は、およそ次の

とおりです。

下半期の補正予算

■ 補正第3号( 昭和45年10月6日議決)
… … 1, 684, 289千円

【おもな内容】　千住区民福祉センター

( 仮称) 建設/西綾瀬保育園( 仮称) 建設

/第二千住保育園( 仮称) 建設/土木工事

用材料置場新設2か所/道路補修30, 090m2

/側溝新設改良2, 876m/ガードレール設

置3, 571m/歩道新設( 水路のふたかけ)

1, 912m/私道の整備助成/区内緑化( 植

樹) /北千住・西新井駅前広場の造成/新

田小学校防音改築/ 江北幼稚園( 仮称) 建

設/ 区 債発行に伴う利子及び支払手数料/

職員の人件費

■ 補正第4号( 昭和45年12月9日議決)

… … 386, 116 千円

【おもな内容】　財団法人足立区開発公

社への出資金/東京都知事・東京都足立区

議会議員選挙経費/千住区民福祉センター

用地購入/栗原( 仮称) ・西綾瀬( 仮称)

保育園の用地購入/勝専寺・竜田町公衆便

所改築/道路台帳作成/道路応急修繕/道

路拡幅100m/道路補修4, 580m2/側溝新設

改良4, 185m/歩道新設( 水路のふたかけ)

790m/私道の整備助成/水路のしゅんせ

つ2, 500m3/水路の改良440m/千住東公園

( 仮称) の用地購入/ 区債発行に伴う利子

及び支払手数料

■ 補正第5 号( 昭和46年3 月5 日議決)

… … 377, 470 千円

【おもな内容】　生活保護費の減額/土

木 工事用材料置場新 設/ 私道 の整備助成/

柳原東( 仮称) ・江北( 仮称) ・西新井第

二児童遊園 の用地購入/ 江北幼稚園( 仮称)
用地 購入/ 職 員の人件費

■ 補正第6号( 昭和46年3月30日専決)

… … 3, 000 千円

【おもな内容】　千住区民福祉センター
( 仮称) 建設に伴う区債収入の追加( 既計

上額5, 500万 円)

■ 歳入・歳出別予算の執行状況
45年度予算についての執行状況をみます
と、予算現額172億9, 006万7千円に対し、
歳入では164億37万1千円が収入され、収
入率94. 9%となり、歳出では143億8, 159万7
千円、83. 2%の支出となっています。
この費目別内容は、表―1、表―2に示
したとおりです。
〔表―1〕

昭和45年度一般会計歳入予算収入状況
( 46. 3. 31 現在)

〔表―2〕

昭和45年度一般会計歳出予算支出状況

( 46. 3. 31 現在)

■ 国民健康保険特別会計

区では、国民健康保険事業を特別会計と
しています。この会計は、主として保険料
と国・都の支出金でまかなわれています。

昭和45年9月末日現在の予算額は、26億
1, 347万8千円となっていましたが、下半期に
2回の補正を行ないました。その結果、

昭和45年3月末日現在、28億9, 361万3千円
となり、このうち、27億8, 219万3千円が収
入され、収入率96. 1%となり、支出額は、23
億1, 612万円、支出率80%となっています。

■ 用地特別会計
現在、区は学校をはじめ、各種の区民施

設の建設に追われています。しかし、土地
の急激な値上がりなどのため、必要とする
土地が、なかなか手に入りません。このた
め、昭和43年度から「用地特別会計」を設
け、さらに、46年1 月足立区開発公社を設
立し、公共用地の確保に努めています。
昭和45年9月末日現在、この予算額は、
3億40万円となっていましたが、下半期に
2回の補正を行ない、昭和46年3 月末日現
在、6 億310万円となりました。
このうち、65%の3 億9, 400万2 千円が
収入され、48%、2億8, 991万8 千円が支出
されています。

区民税負担の概況
昭和46年3月末日現在の特別区民税の区

民負担額は、次に示したとおりです。

注: 世帯数・人口は1月1日現在数値

区民税負担の移り変わり
注: 44年までは、米の配給台帳による

世帯・人口数45年以降は住民基本台帳
に基づく世帯・人口数による

昭和45年度一般会計予算
( 46・3・31現在)

歳 入

歳 出

財産・公債・一時借入金

■ 区有財産
区 が所有してい る財産は、昭和46年3 月

末 日現在で、総額484 億4, 547 万7 千円です。

これを 昭和46年4 月1 日現在 の区 の人口57

万9, 013人、世帯数18万1, 682 世帯で割って

みますと、一人あ たり8 万3, 669 円、一世帯

あたり26万6, 650 円となり ます。

昭和45年度区有財産

■ 公債
区では、財源確保の一つとして、区債を

発行してい ますが、昭和46年3 月末 日現在

の公債総額は、30億8, 352 万6 千 円 となっ

ています。その内訳は次のとおり。
社会福祉施設建設債　　　9, 562万
4千円

社会福祉施設建設用地買収債　3, 90
0万円
公園用地買収債　　　　5億7, 241
万円
学校施設整備債　　　　　6, 439万
2千円
学校用地買収債　　　　18億6, 62
0万円
運動場用地買収債　　　　4億4, 59

0万円

■ 一時借入金

歳計現金が不足する場合、予算に定める

ところにより現金を一時借入れることがで

きます。これを「一時借入金」といいます

が、3月末日現在一時 借入金はあり ませ ん。

東京都執行委任予算

この予算は、区の一般会計、特別会計と
は別に、都の事務事業の一部を都知事から
区が委任を受けて執行しているものです。
そのおもな内容は、区立小・中学校職員
の給与、失業対策事業経費、母子福祉資金貸
付金などです。
昭和46年3 月末日現在の執行委任額、お
よびその執行状況は、次のとおりです。

執行委任額および執行状況
( 46. 3. 31 現在)

繰越予算の執行状況

昭和44年度予算のうち、昭和45年度に繰
越された予算( 44年度繰越明許費) は、17
事業、4億4, 419万9千円ありましたが、
これらの執行状況は、次のとおりです。

昭和44年度予算のうち昭和45年
度に繰越された予算の支出状況

■ 住まいをかえたら、住民登録の異動届はお早く。　 ■ 毎月第3日曜日は「家庭の日」。家族そろって話し合いの時間をもちましょう。


